
様式Ａ（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼書） 

 

令和  4年 6月 9日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（依頼者） 

                  〒103-0015 

住所 東京都中央区日本橋箱崎町24-1 

事業者名 株式会社シーエーシー 

担当者所属 新規事業開発本部 

担当者名 奈良祥生 

電話番号 070-1582-3455 

電子メールアドレス ynara@cac.co.jp 

 

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼書 

 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行う、介護ロボット等に係る「介護現場と

開発企業の意見交換実施事業」又は「試作介護機器へのアドバイス支援事業」について、下記の書類を提出し

て依頼します。 

 

 

記 

 

 

１．介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書 

 

２．会社概要（任意様式） 

 

３．これまでの介護ロボット等に関わる開発実績がわかる書類（任意様式） 

※）実績がない場合は、提出不要 

 

 

 

（本書類の取扱いと留意事項について） 

○ ご提出いただく「介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書」は、介護施設等とマ

ッチングする際、当協会のホームページを通じて、介護施設等へ公開いたします。 
従って、記載する内容は、公開可能な範囲で差し支えありませんが、具体的な記載がない場合に

は、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご了承ください。 
○ 適切なご協力がいただける介護施設等とマッチングするためにも、記載内容は技術的な事に偏ら

ず理解しやすいものとしてください。 
○ 当協会では記載内容や本事業に関わる各種の相談を承っております。 
○ 案件によっては、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご留意ください。 

企業等 



様式Ｂ（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書） 

 
令和  4年  6月  9日 

 

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書 

 

１．希望する事業の種類（いずれかに〇印を記入してください。） 

１．介護現場と開発企業の意見交換実施事業 〇 

２．試作介護機器へのアドバイス支援事業  

 

２．依頼者（企業）の概要 

企業名 株式会社シーエーシー 

担当者名 奈良 祥生 

担当者連絡先 

住所  
〒103-0015 

東京都中央区日本橋箱崎町24-1 

電話 070-1582-3455 

電子メールアドレス ynara@cac.co.jp 

主たる業種 システム構築サービス、システム運用管理サービス、BPOサービス 

主要な製品 
表情感情分析アプリ「kokoro sensor」、ローコード開発基盤「AZAREA」 

秘書業務効率化「Olive」、非接触心拍推定「リズミル」 

希望する施設等の

種類や職種等 

 

希望施設に☑を入

れてください 

複数選択可 

☑介護老人福祉施設：特別養護老人ホーム 

☑介護老人保健施設：老人保健施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

☑認知症対応型共同生活介護：グループホーム 

☑特定施設入居者生活介護：有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム、 

サービス付き高齢者向け住宅、地域密着型特定施設入所者生活介護 

□居宅介護サービス：訪問介護、看護、デイサービス、リハ、福祉用具貸与サービス

事業者、小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護 等 

□ショートステイ 

□障害者福祉施設 

☑医療機関：介護療養型、介護医療院、病院、リハビリテーションセンター 等 

□その他：（                          ） 

その他 

介護施設・病院向けの開発、普及活動はプライマル株式会社と実施しており、本事業

の実施にあたっては同社と共同で行うものと致します。 

 

住所 〒105-0014 

事業者名 プライマル株式会社 

担当者氏名 北尾 晟啓（きたお まさよし） 

電話番号 070-4484-7629 

電子メールアドレス kitao@primal-biz.co.jp 

 

３．当該機器の開発コンセプト又は試作介護機器等の概要（可能な限り詳しく記入してください。） 

機器の名称（仮称） 画像認識AIを活用した食事量チェックおよびデータ管理システム 

試作介護機器の有 試作介護機器の有無 １．有  ・  ２．無 

企業等 



無及び機器のコン

セプト（試作介護機

器あれば写真を添

付） 

機器の目的及び特徴 

AI画像認識技術を用いた正確な食事量のチェックと電子データとしての記録 

介護職員の俗人的な目検およびデータ手動記録をシステム化／自動化することによ

る業務負荷軽減 

またLIFEやその他施設管理システム、レポート等へのデータ連携／アウトプットを支

援することによる、労働環境改善への寄与 

 

 

 

 

想定する使用者及

び使用方法、使用場

面 

① 想定する使用者 

食事量をチェックされる方 

 ※介護職員（配膳、下膳を実施する方）、管理栄養士 

食事量チェック結果内容を院内／対外へアウトプットする業務を担当される方 

 

② 想定する使用場面 

朝、昼、夕の食事時に食事量をチェックする際、並びにデータ記録する際 

入居者の食事状況を職員間で共有、そのご家族へ報告、LIFE等へデータ連携する際 

 

③ 想定する使用方法 

・利用事前に必要な事前情報の登録（献立や入居者情報、システム利用者情報） 

・食事前、食事後に写真撮影 →食事量データが自動記録される 

  ※食事後のみでの把握可否も検討中 

  ※タブレット等による撮影のほか、スキャニング装置を通じた自動撮影も検討 

・記録された食事量のサマリ・個別の閲覧／データ修正 

・職員間の引継ぎ時等の情報共有に向けたPDFや紙媒体への出力 

・情報記録ソフト、かかりつけ医へのデータ連携、入居者家族への報告書出力 等 

 

現在の開発状況と

主な課題 

開発状況：構想・企画段階、試作機の作成検討段階 

課題： 現場ニーズの把握（Must haveなニーズかどうか） 

・食事量把握に関連する詳細手順や職員の負荷状況、および課題の有無の把握 

 ⇒食事量把握、摂取状況に応じた入居者支援、関係各所への報告／連携等の詳細 

・設備／機器の在り様、機能仕様への具体的ニーズや制約の把握 

特にアドバイス（意

見交換）を希望して

いる事項 

・食事管理の重要性 

・食事の提供方法／配膳方法／下膳方法  ※施設業務としての一連の流れ(CJM) 

・介護職員が食事量をチェックされる対応の具体行動、その前後行動 

・入居者の配膳内容の写真撮影可否、および撮影可能な場所の有無 

※撮影の際の周囲への配慮等も踏まえて 

・食事状況の把握のために、入居者様ごとに施設が管理すべきデータ項目内容 

・食事量の把握に求められる粒度／詳細度（期間、栄養素、カロリー量等） 

・入居者様へ提供される食事内容の違い 

・電子端末（ノートPC／タブレット／スマホ等）の職員様への提供範囲 



・施設内のWi-Fi等ネットワーク敷設状況 

 

その他 

・その他、ICT技術を用いた課題解消でご期待されているものをお聞きしたく 

 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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株式会社シーエーシー

会社概要資料

1
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１．弊社紹介
１．１．「CACグループ」とは？

2

IT＆ヘルスケアサービスを国内外で展開するグループです。

企業の経営課題などを解決するITサービスなどを提供しています。
売上高は約500億円、従業員数は約4,000名、国内外にあるグループネットワークを活かし、グローバル事業を展開しています。

［参考URL］
https://www.cac-holdings.com/company/pdf/corporateprofile.pdf

https://www.cac-holdings.com/company/pdf/corporateprofile.pdf


Copyright © CAC Holdings Corporation All Rights Reserved.

１．弊社紹介
１．２．CAC Vison 2030

3

当社グループを取り巻く環境の変化が激しい中、
短期的な変動に左右されず、持続的な成長を実現するため
約10年後である2030年の

「ありたい姿」「向かうべき方向性」
として「CAC Vision 2030」を定めました。

このビジョンを共有することで、
CACグループのベクトルを統一します。

［参考URL］
https://www.cac-holdings.com/ir/glance.html

https://www.cac-holdings.com/ir/glance.html
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１．弊社紹介
１．３．「CAC」とは？

4

デジタルテクノロジーを用いて、世界をフィールドに、真に価値あるソリューションを提供します。

［参考URL］
https://www.cac.co.jp/company/concept.html
https://www.cac.co.jp/company/business.html

情報システムの計画から、設計・開発・テスト・導入・保守まで、

企業情報システムの構築をトータルに実施します。

運用プロセス管理、業務運用、ユーザー支援、

クライアント機器管理、アプリケーション運用、インフラ運用など、

システムの運用に必要な機能をトータルに提供します。

ITを活用し、人事業務などのビジネスプロセスを

企業の担当者に代わって遂行します。
※BPO：Business Process Outsourcing (ビジネスプロセスアウトソーシング)

BPO
サービス

システム
運用管理
サービス

システム
構築

サービス

金融企業
向け

製薬企業
向け

その他
法人企業
向け

RPA ERP
クラウド
導入

人事給与
秘書室
システム

DX
IoT

AI
HCTech

https://www.cac.co.jp/company/concept.html
https://www.cac.co.jp/company/business.html
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１．弊社紹介
１．４．会社情報

5

【会社情報】

株式会社CAC Holdings

社名 株式会社CAC Holdings
（英文社名：CAC Holdings Corporation）

所在地 〒103-0015 東京都中央区日本橋箱崎町24-1
TEL：（03）6667-8001（代表）

設立 1966年（昭和41年）8月8日

代表者 代表取締役社長 西森 良太

資本金 37億2百万円（2022年12月末）

連結売上高 479億71百万円（2022年12月期）

連結従業員数 4,367名（2022年12月末）

連結子会社数 20社（国内6社、海外14社） （2022年12月末）

事業内容 グループの経営戦略策定および経営管理

上場取引所 東京証券取引所 プライム市場（証券コード：4725）

主要取引銀行 三井住友銀行、三菱UFJ銀行、みずほ銀行、
三菱UFJ信託銀行、三井住友信託銀行

株式会社シーエーシー

社名 株式会社シーエーシー（CAC）
（英文社名：CAC Corporation）

所在地 〒103-0015 東京都中央区日本橋箱崎町24番1号
TEL．（03）6667-8000（代表）
FAX．（03）5641-3200

設立 2014年（平成26年） 4月1日
※持株会社体制へ移行、事業会社へ分社化

代表者 代表取締役社長 西森 良太

資本金 4億円

売上高 29,231百万円（2022年12月期）

従業員数 1128名（2022年12月31日現在）

事業内容 システム構築サービス
システム運用管理サービス
BPOサービス

主要加入団体 （一社）情報サービス産業協会（JISA）
（一社）日本情報システム・ユーザー協会（JUAS）
（公社）企業情報化協会（IT協会）

認定（認証）、
資格など

プライバシーマーク制度 認定企業（JIPDEC）
ISMS 「JIS Q 27001:2014（ISO/IEC 27001:2013）」
認証登録企業
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